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1.はじめに
l no;~符 j とは、物をおくったり、そのお返し
をしたりすることをいう l。日本において、no;1
答にあたる物のやりとりはいつごろから始まっ
たのか、その定説はないもののに民俗学の研
究では、'1'元や成暮等のI自答をやりとりする刊
慣は、 '1'11:の武家社会においてすでに成立して
いたといわれている九
室11fTI時代末から安土桃山時代のl作雄前拠のH寺
代を経て、太平の慌を迎える江戸H主代まで、武
家社会で、は身分や家格のヒ下が入れ符わるとい
うことが多々あった。このような時代おいて、
染織II-ilはどのように贈答に用いられ、またどの
ような役;I舗を来たしてきたのであろうか。
2.先行研究
近1:初WJJ二流武家の贈答染織11については、
徳川義立氏の研究が知られている。徳川氏は、
現存する徳川家康所用衣服の伝来を )I~に、それ
らの多くが家康から家 I~Î などへのド叫ん11 で、あっ
たとし、!J!にそれらに対して家康が実際に，{I'IJ 
したものかどうか、肌に近い衣服であるかどう
か、紋付であるかどうかによって三段階の怖付
を行っている o 長崎巌氏の研究においても、
徳川氏の研究を踏まえながら、徳川家康所川JJlIY
服の伝示をIVJらかにし、その作品の雌史的なf¥i:
i置付けを IVJらかにしている 5。この他、作品
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例々の由来ゃい示、!好川!J"を明らかにするため
の研究は数多く行われてきた。
また、近|止初期jの舶載染織11の研究からも、
当H、干の贈答染織11について窺い知る事が/1¥来る。
高山知|子氏の研究は、 PIえ戸オランダ商館日記J
や『イ1:訳帳Jtf;を通じて、目前貿易における輸
入染織品を剥命しているが、その"1'で平戸オラ
ンダif館から、徳川幕府や平戸落主等へl献上さ
れた骨n載染織品の純%iや数ljtをlりjらかにしてい
る60
以上のように、近11:初WJ上流武家の1M答染織
品に閲する研究は、例々の作品の山来をIVJらか
にするためのものや、貿易に関連するものが'1'
心であり、近1:初期武家社会における贈答行為
そのものを総合的に検討した研究はいまだ行わ
れていない。
3.目的と方法
本研究では先述による作品研究や舶載染織品
の研究を踏まえ、これまでなされてこなかった、
近1:初期武家社会における下賜・献上を合むlr1
符染織品について、その実態をl!Jjらかにするこ
とを1的とする。
本研究で対象としたのは、近世初期の武将の
rlでも造品が比較的多く現存する武将であり、
なおかつ、古文献において贈答の様子を主1るこ
とのできる以ドの 51'，である(表 1)。
彼らに関する 4件のT'i文献のうち、『信長公
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表 l 研究の対象とした人物及び使川した文献
武将 生没年 文献 著者・編者 成立年
品世田f言長 1534- 『信長公記』 太I1牛ー 1621頃
1582 
iIifl利家 1538- 『手'J家夜話』 村)1長'ijJ 1603-44 1599 
!，~~臣秀吉 1537-
1598 
『太!持l記』 'ト瀬甫~ 1626 
徳川家康 1542- 『東照宮御実紀~(r徳 成品司1'[ら 1849 
1616 川実紀』のうち)
1579-I W台徳院殿御実紀』 1/ 1/ 徳川秀忠 1631 1 (f徳川|実紀』のヲち)
L.. 
記.17、『干IJ家夜話JS、『太閤記.1!Jはその武将に
fl:えた家|;{である人物が執筆をしたもので、主
人の活躍に|則して多少の誇張や修正があると考
えられるものの、側に仕えて日々書き綴った日
記的な性栴を持つ。文献の成立年代と記述され
た武将の生没年も比較的近く、従って染織品の
if'ilUされる。当時のlN答は主に年中行事や通過
儀礼等の特別な晴れの1に取り交わされる。そ
の際の贈答の品として、染織品が多く用いられ
ている。
これら 5種類の文献を見渡してみると、主に
以下の4つの目的で贈答が行われていることが
分かった(去2)。
-武功による褒輩としての贈答 47件
・通過儀礼や年中行事での贈答 100件
・交際や挨拶等によるH¥'1答 349{'j二
-交易によるlN答 32件
-その他のl'問答 75件
次節以下では、各lN答について、引用文を提
示しながら検討を進めて行きたいと思う。
記述に閲しても信題性が高いと考えられる。- 4-l.武功による褒章としての贈答
方、『徳川実紀j'0は江戸時代後WJに成立した文 室町時代より続く戦乱の様子が記録されてい
献ではあるが、当時の公用日記をもとに天文年 る各文献には、いずれにおいても、 1，役場での記
間以降の/1¥米事が時間を追って記述されている。 述があり、戦での武功による褒章としての染織
徳川卜五代すべての将軍についてIidされた大部
の著作であるが、本研究では、 l波乱のH制。lを生
きた徳川家康、秀忠に関する記述である、 I束
J!{t宮御実紀』、『台徳院殿御実紀』及び、『附録』
を調査の対象とした。
以上4{'j: 5種類の文献に見られる染織品に|刻
する記述を整理し、 n将答染織品について分析及
び考察を行なった。彼らは、互いに天下統ーを
口指し切依琢磨しあった関係である-)jで、時
期によって、主従関係も結んで、いたことから、
相互に贈答のやりとりがあったと 1fl~iWJされる。
また、展覧会|究|録等に掲載されている現存遺品
の情報も、文献資料を補完するものとしてHJい
た。
4.結果と考察
5種類の1記類には、その分最は央ーなるもの
の、贈答に|刻する詳細な記録が多く残されてい
る。日，i己努lにおいて贈答に関する記述が多い理
山は、当lI.yの武家の日常生活においてl問答行為
が重要な立l味を持つと考えられていたからだと
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A1の贈与が見られた(表2 番号 1-47)。例
えば『平Ij家夜話Jには、
一 長篠合戦の時信長公御銭姐三千挺也利家
公佐々内成介錯寵平左衛門なとを御下知被成
候由其時敵の物頭朱武者罷通候を利家言を崎
其優太刀;[1被成候成御向すねに志た、か統御
負{戻慮敵も手負候i'&引行申候を村井又兵衛此
由を見て追討川中にて太万勝負仕終に朱武者
の首を取"，候J'I;時又兵衛ひ甲の質庇を切彼ら
れ鈴る太)J唇に'l;fiりIfl留りかね申候其時信長
公御直に御築被下侠信長公より血且且盈並拝
領仕侯由度々御意にf~"
という記事が見える。ここでいう具足羽織とは、
具足を着用する際の羽織、すなわち陣羽織のこ
とである。長篠の合!被の際に手柄を立てた村')1:
又兵衛が太刀備を負った事に対し、信長から院
に薬と陣羽織が下I易された様子が記されている。
また、『信長公記』では、
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岩成主税頭 城中を懸出{長則両人としてたて
出し候切てまいり候を 永岡兵部大iPli臣下
下ijlt権内申者組討ーに頚をl段高島へ持参候て頭
懸御目に高名~!l~比類の旨被成御感恭もめされ
たる血道血を被下面白の至冥加の次第也何方
も属御存分12
と見える。
当時、信長と不仲だ、った足利義昭の命で、 j定
の城へ立て龍もっていた岩成友道のもとへ、 信
長の家臣である細川藤孝が攻め入った。岩成友
道が城より飛び出て藤孝に切りかかってきたと
ころ、細川藤孝の家来、下*:f1tl内が組討で友道
の首をとった。この首を高島に在陣中の信長の
もとへ持参したところ、 信長が 「書!~ ~頒の手柄だ」
とその武功を賞賛し、 着用していた胴服を下賜
したと記している。
また、 『太閤記Jでは、
によしゃう [ιげ]
母もよのつねの女姓には、似気なく、武のみ
ちにかしこき事ーかたならず見へしとなり。鹿
くみ かたび勺，.，るいは ドウプク カタギス
助に与し侍る人々に、雌王、或盤凶昼、或亙率、
てのごひ げち
益、主虫ゃうの物を送りしかば、鹿助が下知に
っさ コツセツ あひスクウ
附ぬる事、骨節の相救が立1し。1:1
と記されている。武将同士の贈答で、はないが、
秀吉の家臣LJ中鹿介の母が、息子に仕える家臣
に、 i慌の労をねぎらい、 肩衣や胴服等の衣服を
渡している様子を伺うことができる。
『台徳院殿御実紀』では、
蜂須賀阿波守至銀茶麿山御 I~I!に召 て。 今度軍
功を褒せられ。長子千松丸御あやかり Elべき
矯とて。御上械をとかせ給ひ。御宜主査弁金
三百爾千松に遣はすべしとて下さる。其家人
稲田修理。其子九郎兵術。祖父宗心。林道感。
山田織部佑。樋口内戴助。岩田七左術門。森
甚大夫も見え奉り。修理へ御感状に元重の御
万そへて給ひ。九郎術に御感状に兼光の倒I)J
添て給ひ。宗心。道感へ監1量一襲。金十枚
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づ、 。甚五兵術へ御感状に陸型盤をそへて給
ひ。甚大夫へ御感状に睦血ー襲そへて給ひ。
七左術門に後1感状に盟ヨヨ盤そへて給ひ。内臓
助。織古1I佑へも御感状を給ふ。，'
とある。大坂冬の陣において蜂須賀至銀が活躍
し、 箪功をあげたため、秀忠は蜂須賀至鎮の息
子や家老である稲田修理r亮、その子更には家臣
にまで衣服やその他を fl易した場面である。
以上のように、武功の褒章や、 i災での労をね
ぎらった場而で、の染織品のやりとりは、 主君か
ら家臣への下1易・贈与であることが多かった。
また、その|燦に贈られる染織品は、胴服や|俸羽
織等の戦に関係のあるものが多い。織田信長が
六角義賢へ下賜したと言われている茶地桐紋付
小紋染革胴!II~ (図1)や、 豊臣秀吉が家l主であ
図 l 織間信長所JFl~地桐紋付小紋染革胴)JI~
」ニ W rlï :1L博物航ïl!~ ~ IIIJ時代 16 世紀
|豆12 :!.';"臣秀吉所別 瓢紋鳥毛陣羽織
個人政桃山時代16世紀
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る伊木忠次に下賜した瓢紋烏毛陣羽織(図 2) 
は、一日で主君からの下賜品と分かり、両者に
とっては名誉この上なかったと考えられる。
4・2.年中行事や通過儀礼での贈答
武家社会において、中元や歳暮の贈答が1:1世
より行われていた事は前述したが、本研究の対
象である、近世初期上流武家社会においても年
中行事や通過儀礼に閲する記述にそうした事例
を見ることが出来る(表2:番号48-148)。
『台徳院殿御実紀』においては、歳暮に関し
て、
0廿九日諸大名登管して。歳暮を賀し奉る。
織田長益入道有楽銀五十枚。企並l五。細川越
中守忠興銀三百枚。土盈十。松平土佐守忠義
銀二百枚。企盈1i。松平揃津守忠政。松平下
線守忠明。石川主殿顕忠線。本多美濃守忠政。
松平主殿守忠利。鍋島信濃守勝茂。堀尾山城
守忠晴。松平和泉守家采。本多豊後守康紀等
皆もの奉る。(駿府記、慶長年録)15 
という記述が見える。各大名が江戸城に歳暮の
祝いのために登城し、その際に各大名は銀のほ
か、小袖を献上している様子が記されている。
『太聞記』には、
ヤゥヤタ なり とひ
漸今年も日数なく成て、年の名残を問か
はす足もとしづかならぬきまも、時にしたが
よろ
ひ宜しきにや。秀吉公大坂にして御越年をは
しまししかば、ちかきばらは云にも及ばす、
わぷ
遠国より来り侍る使者など宿をかり佑るもあ
テウチシ たる
り。又挑灯あまたともしたて、 d虫i樽ゃうの
物おびた、しく持つ f け、ときめく人たちの
門"にみちくてにぎはひぬる事も、此歳暮は
スグ ころ
いつに勝れてめでたふぞ覚えしか。夜半の比
いづかたヲト あけ
より何方も音なく成て、しづかに夜は明にけ
1>< 
り。…明れば天正扮五年正月元旦出仕など、
シキシ守ウ および
乱世事かはり、式掌之沙汰に及て物ぷりて
けり。二LI之晩には御話初とし、凹座の大
めL
夫ども召ょせられ、御かはらけめぐりにけり。
コウ ぜろはしゃ弓しつ ま号 L
諸候太夫、其外相巴・昌叱なども御祝儀申
あげ パシゼイ
上、ーきはうたふ声々ゆたかにして、万歳を
よばふ。大夫共には企劃l二重づ、、座のも
のにも一重づ、引給ふ。めでたかりし事共也。16
とあり、秀吉が大阪城で年越しをした際に、諸
大名や使者から酒と共に小柑lが献上されている。
また正月には、能の凹座げを呼び寄せì~í能をさ
せ、褒美に小袖を下1易している様子がうかがえ
る。歳暮や正月以外の節句における贈答につい
て、 r'h徳院殿御実紀jでは、
01月日 尾五兵衛守世を駿城に御使せられ。
端午の賀とて監H量五領進せらる。諸大名もお
なじく献ず。(駿府政事録)同
とある。端午の節句である五月五日の前日であ
るが、節句を祝して神尾五兵衛が駿府城にて時
服を献上している。この時J民とは、季節の衣服
という意味である。五月五日に衣替を行い雌子
を着用する習慣から、ここでいう時服とは、雌
子を指し、諸大名は時節に合わせて帳子を献上
したことが分かる。
また同じく『台徳院殿御実紀』においては、
九月九日の重陽の節句の日に、
0九日…駿城にては 尾五兵衛守世江戸に参
り。常節を賀せられ堕H量五進らせたまふ。」問
とある。前掲と同様、神尾五兵衛が駿河城に登
り、時IJI~を献上している。重陽の節句である九
月九日は単の着物から袷の着物に衣替えを行う
日であったため、ここでの時服とは袷の小布1で
あったと考えられる。
一方で、『信長公記』には、通過儀礼である
元服に関する記述が見られる。
10一
後七月十二日 近衛殿御方御元服之御望に候
従??年 禁中にi(j御祝言之御事候之IIlJ常時
近 IIt初期".流武家における 11問答染織品の'k!~に|則する似f究
Jt例尤之円阿佐再三~lm御前手退依Miに J'.立候
1111 不及是非i御ぐし御はやしなされ御元lJI~誠
余之儀式相l調揃家花其外|嫌凶之而i々大
名小名御出tl:有矯御祝儀血1Js卜坑御太
刀代高疋長光の御腰物金子五 1-枚
己l二信長 御I面目の次第中く J!!~，" ;¥1・米ド之儀
被仰付加
近術 Ijíj 久が信長の屋敷において、元lJI~の儀式
を行った。その際に信長が前久に元lJI~の祝儀と
して衣服をlNったことが記されている。身分の
上ドとしては、公家方である近衛前久が卜.とい
うことになるが、信長は足利義1[1へ五カ条の約
定を究ーき付ける等、この時すで、に政治的主権を
握っていた。近衛前久としては、息子の忌!I院の
儀式を信長の屋敷で行うことで、親1長を図ろう
としたと考えられる。
武家社会における政治政策には家l，iJ+の結び、
つきを強めるためのいわゆる政IIi-結婚がある。
婚礼は元)Jr~ と同様人生の通過儀礼として、 'T(型:
なものであるが、『台徳院殿御実紀Jには、
0また加藤肥後守忠蹟は右馬允，EJjを名代と
し。品川時を謝し。蛙量I二十。塁艦二t二卜。監
盟十。銀二百枚献じ。正方も位1Jsho $l{三卜枚
献ず。これ故iHf生飛騨守秀行がJ次は。 大御
所の御孫女なるをもて。 御所御d，lq子となさ
れ。1.L'.)貨のもとに入輿せられしなり。J"
と記されている。加藤忠広22が、琴aI?"との焔刷
の際に、斜1:紙子、黒稲子のほかに、時)Jliを献上
している。長1荷氏によると、 irJ戸lI.i1tの婚礼
においては、三々九度の儀式の後、すぐに綿腕i
子をとり、術方から贈られた小祁|に若干十えるこ
ともありました。婿方から贈られる小布IJは、赤
地とJ.V，地がおおむね決まり事となっておりJ" 
と述べており、江戸時代の婚礼において、4I'intiJ
からの贈り物として、緋と黒の紙子は適当であ
ったと言える。また、婚礼衣裳の準備として反
物をl献上したと考えられる。
以 l二、年rj'll'Wや通過儀礼で、の染織品のlN符
を見てきたが、納札や元)Jli、節句による衣伴え
等、しきたりや刊'litによって、贈与される染織
品にもおおよその決まりがあることが分かった。
4-3.交際や扶妙等による贈答
通過儀礼や年中行事以外での、諸大名問での
染織品の問答も多く見られた。これらは、大名
問での交際や、幕以Iへの扶拶における様々なも
のの問答である。『信長公式己』には、
十月十九日 !処州伊述 方より名馬 がんぜ
きm白石鹿毛御馬二弁に鶴取之御鷹二h!.進
上・..
信長 Jt日清水へ御成 村井長門被仰付右の
御使衆清水にて御振舞イ1:之
御返{'}:注文
皐広五枚 盆l広五枚 監王十巻
孟生雄二十Y，'M 以 j'.…25
とあり、伊達郎京から、がんぜき黒という名馬
と白石脱毛の，l.!&二刷、鶴取りの鷹二羽が献卜.さ
れた。信長は返礼として、この日清水寺で村=.11:
長門に命じて、伊達家の使者たちを供応した。
また輝宗へのi'lには、}}f_の皮五枚、豹の皮五枚、
鍛子十巻、しじら二十反を贈る旨が記されてい
る。
『台徳院殿御'K紀』においては、
前川'1納許利長卿。子猿千代常と共に伏見
に来謁し。令h千枚。組宜主E五百端。監1Js百
領聡~じ。大御所には金三千枚。組萱週三 j'jYI'品。
監lJsfi.+官lを宿り。出
とあり、前川利長から、徳川幕府へ加賀の特産
品である加賀制jをMk上していることがわかる。
交際や挨拶において附与される染織品は、武功
に見られた陣羽織や)Jt，y)JIi、年中行事や通過儀礼
等で見られた~J，>I'li't付いた染織品ではなく、 'I=.地
や地域で‘の特派jilt等、多干'Ti多様なl!将答染織品を
-11一
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見ることがきできた。
4-4.貿易・国交にかかわる贈答品
1543年、種子島にポルトガル船が到来したこ
とを契機に、マカオを拠点として、日本 -中
匡1.ポルトガルの三国間で五百品が取引されるよ
うになった。いわゆる南蛮貿易と呼ばれるこの
貿易は、織田信長・豊臣秀吉に歓迎され、その
後、スペイン人も日本を訪れるようになった。
江戸幕府が聞かれると、 家康・秀忠の時代には
キリスト教を禁止しつつも貿易は推奨され、朱
印船によ って、東南アジアを含む地域との貿易
が盛んになった。『太閤記J、『徳川実紀Jにお
いてでも、各国との交易の様子についてうかが
う事ができる (表2 番号497-528)。鎖国政
策がと られるまでのこの時代においては、どの
1~13ー I 狩野内IJ:善筆 南蛮厚手}_ij¥l(重要文化財 )
神戸市立博物館蔵桃山時代16-171止紀
医13-2 部分
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ような交易による贈答が行われていたのだろう
か(図3-1、3-2)。
織凹信長のm蛮品への憧れは非常に有名であ
るが、 『信長公記Jには、 信長が直接交易を行
い、他国の国王等から贈答品を受け取ったとい
う記述は見当たらない。
一方、交易による日本からの贈答品について
は、 I太閤記jに、
唐使へ恩賜之目録
街l刀 長光 目貫 鉾 後藤
同助光 同 同
銀子 三百枚宛 一 企劃l二十重宛
雌王 三十宛
銀子百枚筆談之玄蘇西堂
銀子五百枚唐人供之下 H
どうぷ〈
雌壬百 盤1IIi百 同下 Hへ27
とあり、唐(大明国属高麗園、つまり朝鮮)か
らの使いに対し、下賜するという形で贈与を行
っている。当H寺の日本から朝鮮への輸出品とし
ては、鉱物が主なものであったが、銀に加えて、
小布Ii、 Ipm子、 J同服の記載があり、衣服に仕立て
られた染織品が贈られたことがわかる。
また、交易によ って日本へもたらされた染織
品については、 『台徳院殿御実紀jに、朝鮮通
信使が江戸城へ登城した様子を記した中に見ら
れる。
朝鮮使節登;減
0六日宗割馬守義智朝鮮信使呂祐吉。慶退。
丁好覚書李をひきつれてまうのぼる。其王李口
が書簡をば柳川盟前守智永持て。大!貰-間織に
候す。酒井旅幾頭忠!止請取て御坐([座ト]) 
左唐織敷し机に置。 其外の献物}.I~~五十述。 人
参二百斤。担比二百疋。正l主主三十匹。阜盤i
五五十疋。星座主三十疋。花文席二 卜張。白
紙五十巻。背皮十張。虚広三十張。主l阜二十
近|止初期j_[二流武家におけるl!'問答染織品の笑態に関する側先
張なり 。かの園鵡19参判呉億l鈴より 。本多佐
渡守正信にも書簡をく、り 。 盛広三張。 I~I 綿
布十匹。丘l主主十疋。il!J紙三張。花文席五張。
蹟維に置。大鹿聞に鱈捌二聞を設け。其上
に錦の菌をしきて御座となし。」出
ここには、 当時、朝鮮との交易を担っていた、
対馬の宋氏が朝鮮通信使をヲlき辿れ江戸城に登
城した際の朝鮮から各大名への献上品が記され
ている。この記事から、白苧麻布や白木綿布、
黒麻布、虎皮、豹皮等、仕立てられた衣服では
なく、 素材となる染織品が献上された~'j.が分か
る。
また、江戸時代から始ま ったに朱印船貿易に
よる贈答染織品について、 『東照宮御実紀Jに
は、
。是月東持li寒園より 書簡並に1f:m角八。盤底三
百枚。孔雀一隻をまいらせ。其園叛人を征討
する事あるをもて戎器を請ふ。 29
とあり、カンボジアから、 書簡と共に鹿皮が献
上されたと記している。一方、カンボジアから
は、日本に対して武器を求めている様子が記さ
れている。当時の日本からの輸出品には、先述
した銅や硫黄、銀等の鉱物に加えて、万剣等の
武器類も多く含まれていた。
このほか、 『台徳院殿御実紀Jには、
0六日目宋より全週三端。鑑二E七端。鑑金三
端。量並二端。遡王五端。蒲菊j酉二査に書簡
そへて奉る。:1O
1):¥14 徳川家康所!目 黒j¥{(，紗地陣羽織
徳川美術館所蔵 桃山H寺代16世紀
の1:1:1継地である匡|からは、その国が交易してい
る他国からの舶載染織品がもたらされていたこ
とがわかった (図 4)。
4-5.その他
その他、武功等以外にも褒章としての染織品
の贈答が行われていことが分かる(表 2:番号
529-603) 0 r信長公記』には、
愛に深尾又次郎能相撲面目白仕 り候て被成血l
盛御服被下恭次第也1J
とあり、深尾又次郎という相撲の力士は技能に
優れ、おもしろい取り口を見せたので、 信長が
感心し、 褒美として衣服を下賜した様子が記さ
れている。また、 『太閤記』には、
文禄二年卯月九日於て二名護屋本丸に一御能
之次第・.
大夫弁座の者共姐皿i被下畢。八郎には盛盤盈
とあり、ルソンからの贈与品の中に、 金棚、嬬 之御紋付たる街l小布l二重なり 032
子、嬬珍、羅紗、椴子、ワインを見ることがで
きる。 とある。名古屋本丸にて、 金春八郎一座の演能
を楽しんだ秀吉が、 金春八郎に、菊紋付の唐織
以上、 交易における贈答染織品について見て 小布"を 2領、また座の者にも衣服を下賜してい
きたが、交易による贈答染織品には、その土地 る様子が記されている。
の特産のものとあわせて、東南アジア等の貿易 この二つの記述において染織1日tをr賜された
- 13-
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人物は、上流武家ではないものの、近lt初期l上
流武家の贈答染織品の使用用途がわかる。
5.各文献にみられる贈答染織品の特徴
ここまで5種類の文献にみられた贈答染織品
を、 1回答の目的に分け原文を紹介しながら検討
を行ってきたが、同時代に起こった事象につい
する記述の件数も多かった。征夷大将軍を秀忠
へ譲った後も家康は大御所として引き続き実権
を握っていたため、家康も含め、幕府への贈答
に関する記述は DR!官官御実紀』よりもむしろ、
秀忠の記録である『台徳院殿御実紀Jに多く見
られる。秀忠の時代には参勤交代の制度等も荷i
かれ、定期的に各大名が、徳川幕府へ染織品を
て書かれた 5つの文献に共通して見られる特徴、 献上するという事が行われていたへ
またそれぞれの文献にみられる特徴について述 5種類の文献における、贈答染織品に閲する
ベる。
『干IJ家夜話jについては、もともと大部の文
献ではなく、附答染織品に関する記述も相対的
に少ないと言える。更に、手IJ家については、本
研究の対象とした、 5人の人物のうちl唯一回の
実質的な支配権を握っていない。信長、秀吉、
秀舶に仕え、また自国は力1賀百万石として栄え
ていたため、実際には贈答を多く行っていたと
考えられるが、家臣への贈与(表2:番号18-
20、50)や、国替にかかわる上杉謙信との附答
関係(表2 番号162-164)が見られる他は、
利家に対する献上を取り上げた記述は見られな
かった。
『信長公記』は織田信長の伝記的な書物であ
る。そのため、贈答染織品に閲する記述は、信
長が家臣や身分が下の者へ贈与を行うという状
況が多し、。実権を握っていた時代においては、
信長への一献上品も実際には多かったとは考えら
れるが、記述においては、信長の部下への配慮
や庶民への配慮が多く記されており、伝記とし
て信長の格を下げないように書かれていると推
測される。
『太|羽記』は、軍記に分類される書物であり、
秀吉自身が武功によって受けた褒章もあるが、
家臣のあげた武功に対する褒章や慰労の目的で
の染織品下賜の記述を見ることができた(表
2 番号21-25)。また、『太聞記』には、交易
における贈答染織品について特徴的に見られた
のは、朝鮮とのやり取りであった(表2 番←社
497-499)。
『徳川実紀』は大部の文献であり、 no答に|刻
-14 
記述の違いは、どの位の期間実権を握ったかと
いうこと、つまり贈答を多く行う立場であった
かどうかということである。また、それぞれ文
献としての性格が異なり、何を記録し残すべき
かという判断も異なる。例えば、その文献が1=1
記としての性格が強いものであるか、伝記的な
解釈を担ったものであるか、また軍記としての
性格が強いかどうかなどということである。
『信長公記jは、伝記としての性格が強く、
『手IJ家夜話jでは、「夜話」という題名の通り、
夜に集まって話をするような寛いだ状況で語ら
れる伝記的な読み物である。政治的な交友関係
についても当然触れられているが、笑い話や逸
話の占める割合が多いと言える。『太閤記jは、
軍記であり戦を書き綴っている書物である。
『徳川実紀Jは「実紀」という名称が与えられ
ているように、 5種類の文献の中では一番公文
書としての性格が強い書物であると言える。こ
うした、文献としての性格の違いによって、 lN
答染織品に閲する記述に異なる記述形式がとら
れたと考えられる。
しかし一方で、室町時代末から桃山時代を経
て江戸時代初期という、近世初期の出来事が記
録されたこれらの文献によって、下魁上のH寺代
における各大名問での政治的な贈答のやりとり
や、戦を背景とした贈答染織品、鎖国に至る前
の舶載染織品の実態を知ることが出来た。
6.贈答染織品の役割について
5種類の文献から、上流武家社会における問
答染織品は、その子fiどが政治的な交際関係によ
近1ft初期上流武家における贈答染織品の実態に関する研究
るものであり、軍事的な協定や、奉仕に対する
労をねぎらうもの、手付等で‘あったことがわか
る。また、年中行事における贈答品は、いわゆ
る進物であり、見返りを求めるものではないが、
実際には一種の税金や年貢にあたるようなもの、
あるいは、参勤交代のように、地方の大名にと
っては逃れることのできない、租税のようなも
のとして拠えることもできる。
先行研究や本研究での結果を踏まえ、近世初
期の染織贈答品についてまとめてみるとそこに
はいくつかの特徴が認められる。
徳川、長崎両氏の先行研究にもあるように、
染織品の下賜において最も名誉なものとは、そ
の時代の最高位である将軍が実際に着用したも
の、中でも素肌に近い、いわゆる「お肌付」の
にmいられる。これは、衣替の時期により雌子
や袷、単衣と、指す物が変わるが、始めから贈
答用として仕立てられていると考えられる。ま
た、「御小布hJゃ「御服」については、御とい
う字が冠されていることから、「御小袖Jは上
位の者の小布I1、「御IJ民」は上位の者の服を指し、
下l協をする際に用いられたと考えられる。
今後の課題
本稿では、近世初期の贈答染織品に関する記
述を通じて、どのような状況で、染織品の贈答
が行われていたか、その実態を把握した。今回
使用をした文献や調査対象にした武将は、現存
遺品が多く残っており、記録と相互に補完がで
きるが、これらの他にも近世初期の贈答染織品
ものであるほど良いとされた。故に、小袖や羽 の現存遺品は各地に分蔵されている。本研究で
織類は下着に次いで名誉な拝領品であるといえ 取り上げた、贈答染織品の格付や、検討をひと
る。また、武家が台頭して以来、公家に習い紋 つの足がかりとして、贈答染織品の実態を更に
を用いてきた武家にとって、紋付きの衣服とは、 明らかにできればと思う。
ある種のステータスであり、自分より身分の高
い者から紋付きの衣服を拝受することは、その
身内に準じる立場を与えられたのと同様に感じ
られ、大変名誉なことであった。また、上位の
者は衣服を贈答用に調えていたと考えられ、こ
の場合には主君が自ら着用するためのものでは
ないため、お肌付よりは格が下がると考えられ
ていたようである。
また、下賜された染織品の中には、仕立てら
れていないもの、つまり絹布や麻布などの反物
が見られる。これは、仕立てられた衣服に比べ
さらに格が下がる。また外交等において他国へ
贈与される場合にもこれらが多く見られる。し
かし、同じように反物といっても、 '11聞や南蛮
からもたらされた舶載品が下i喝される場合はそ
の価値が高く、ほんのー鑑りの裕福な人の手に
しか入らないことから、これは格の高い下1易と
いえる。
また、下賜や献上での記述に見られる、「時
服」、「御小骨hJ、「御服」のうち、時服はその季
節の衣服という意味で、年中行事の際の贈答等
-15 
付記
本稿をまとめるにあたり長崎巌教授(共立女
子大学家政学部被服学科染織文化研究室)には、
終始にわたりご指導を頂きました。記して感謝
rtlし上げます。
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16) r太閤記j、P.235L.5-P.235L.9 
17) 観世・宝生・金剛・金春流の四つの座。
18) r台徳院殿御実紀J.P.585下L.12-P.585
上L.14
19) r台徳院殿御実紀J.P.680下L.20-P.680
下L.21
20) r信長公記J.P.133L.1-P.133L.5 
21) r台徳院殿御実紀J，P.663下L.6-P.663
下L.11
22)加藤清正の三男。
23)蒲生秀行の娘・徳川秀忠の養女で徳川
家康の孫にあたる。
24)長崎巌: i着物における白・赤・黒j，
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『月刊装道J，7月号 (2007)，P.21 
25) W信長公記j，P.118L.9-P.118L.16 
26) r台徳院殿御実紀J，P.387上L.6-P.387
上L.9
27) r太閤記J，P.434L.4-P.435L.17 
28) r台徳院殿御実紀J，P.435下L.11-P.436
上L.11
29) r東照宮御実紀J，P.95上L.8-P.95上L.11
30) r台徳院殿御実紀J，P.497上L.13-P.497
上L.15
31) r信長公記j，P.61L.4-P.61L.10 
32) r太閤記J，P.402L.3-P.405L.5 
33) (表2)i儀礼・年中行事」、「交際・挨拶」
のうち徳川家康への献上に関する記述は、
87件、秀忠への献上に関する記述は、
186件であった。
近l止初JULl二流武家におけるH目答染織品の笑態にIJ!する研究
表2 文献に見られる贈答染織品
番号 時期 Iif!から 維へ 目的 問答品 l 文献
武01，
l 水砧1 1569 弘主11町lを -F附 旬、'l'In R功 迫1間(嗣即日 fJli附宮御)iil<J
2 元「仏3 1572 鍛悶1官民 ドU"f向車九郎兵衛文-(-"人 .t，)j 軸 子ー、小袖 rl町長公配』
3 冗岨4 1573 織田府民 下叫 下11'惜内 武功 道即日同町u 『府民公配』
4 元I也5 157'1 描田mJ~ 下叫 金松又四郎 ままrJJ 足半 rlJJ<公記』
5 王正3 1575 組問m昆 HY 村井又兵衛 込t曲 lt足羽折(倒i羽蹄) 『判事直話』
6 克正4 1576 描田f肯民 下叫 細佐久川間藤町孝唖ら 怯水久持 武功 御蹴 rt.I長公配』
， 天王6 1578 踊凹旧民 F醐 高山者近 武功 抑小袖 rlaJ毛公肥』
8 天正6 1578 結 IDIM' FI日 神I-~J正'" 武功{手付) 志々良百蝿 『旧民公配』
9 xrE6 1578 踊田f自民 FU" 中川棚兵聞の家IE 武;lJ 御限 flπIを伝 記』
10 天。1:6 1578 蹄111首長 下回 日llJAi近の車老人 武"'， UPl11 n百長公言eJ
1 天JE7 1579 ぷ鎌田(肯民 ドUij踊田IJ民的軍匝 武功 縮蹴(しじら)、書物 ntJ正公配』匝物千出来り
j加え 卜牧輯崩
12 天正8 1580 線開 laJ~ !附 lヒ条i王政 武"'， 百出{旦ニ罰則々皮 『附J:公配』
十 Ir:
13 五1E8 1580 縮図taJ主 下Ui It金氏政 武"'， 段:f 稲 Wf，1)主公配』
1'1 五iE8 1580 織f副首長 下叫 1健三f 寺~;}:\~肪 atA)J 週間印刷I胆) n~ J正公配』
15 )tiF.lO 1582 織田1i!J< H" 帯雌六大;た itJJ UP小抽 Wf:m公紀』
16 天正 10 1582 線図(日I毛 I'U" f市1九組新助 武"'， 岬小袖 nn去公配』
17 不明 不明 お~lD f置 l是 FU~ 村Ji')(兵仰r 武"'， 3泊費‘笠 『和l京在附』
18 天JEI3 1586 I1I図利益E 下山 不破産 ー 村)f)(兵彼1 武.J}J !羽田(胴!嗣) 『和l夜夜話』
19 天王'" 1586 前回.'1家 F岨 1111 出事l車の~!I~たち it.rJJ 向}世{嗣l阻).時11 『利軍復航』
20 文砧'1'11頃 1592-96 前回和I~! ドU" キ商坑世均 d勝 武"'， r"十 Ilt物玉、峰子 『和l家紋!，¥J1i. 
21 ぷ砧9 1566 腔臣持古 下H~ 稲聞大が~lVJ 武"'， 間11印刷胆) 『太附記』
22 天iE1 1583 豊臣秀古 F開 当;!l:i i"t.lJJ年世 小袖など 『太間記』
23 王正15 1587 豊臣持 1;: 下問 佐t内蔵助 ，t功 小袖"十!{( n聞記』
2-1 主IE18 1591 豊臣秀吉 FHM 
近雌平お衛門秀mの子
武"'， 紅梅島町制I1 『台悼院柑御:Ji紀』
IHV'本
25 千IVI 豊臣秀吉 ド自助 酷川車時 武功(手付} 剛剥踊 『京阪i官御:Ji配』
26 鹿島12 1608 施川輩出 fKM 4公‘~武厳守和l陪 民"" 時服 『台陣院蝿岬)!，紀』
27 元和1冗 1615 箆川家出 下叫 今村正民 it.lJJ 胴服 『斑!~i'~ì岬:J;紀』
28 血圧19 1615 徳川秀.'J.~ n" 五虫八兵1I 武，}J 時間 『台砲院殿御:-M紀』
29 鹿l長19 1615 徳川亮.'J.'. 下凶 出開JH，IIi.ll太内艦 民"'， 抑判制 rt，出院融制克仇~JlY，大幅九郎兵断
九兆I長門司叶陥向)f
30 l嵯 1~ 19 1615 楢川秀忠 n~ 小IÍ~ ， r. !t.~匂 11，1) 1 町家 式"'， 自身11 ffl悼院殿御主紅』
人
31 揖j是19 1615 徳川持gι ドU弘 fiTUJ修J!I，fi市川畦j!J[の子 itJJ 時11 『ず?出院柑御'X紅』九 I~rl兵徳i
32 躍j長19 1615 徳川秀忠 n~ 昨須賀"1桜 1"恒輔J<lj ，t功 岬 I:m 御府t，持 『台出院防御:Ji紀』千1):'ソL
33 瞳Iを19 1615 徳川秀忠 ドR"林道峰、甚大x 武"'J 時11 関 『台拙院附御:Ji紀』
34 壇iを19 1615 徳川持担 FR場 佐 li兵衛ヒJ正樹門 氏。J 剛羽刷 『台徳院殿御:Ji紅』
35 冗府1元 1615 徳川秀忠 ド附 父宗心If体遺曜 武>1J 時阻づっ rf1徳院臨御主配』
36 正fUJ1: 1615 国川秀~J..~ FI" 
品甚宜兵商岩田七左後i式功 師削羽股ーづっ 『台徳院陪御:Ji*eJ
111 
37 正拘1;: 1615 徳川尭忠 ド U~ 杉原常陸介抱家I川大位 武"'， 時間l一興 『台悼院脆御:Ji紀』助、鉄品在像1門
38 Jじ府1元 1615 楢川秀忠 F凶 出1I学宿衛門 武功 時服一興陶i胡植 『台徳院障岬:Ji紀』
39 永袖7 1563 山中鹿助{母) 下附 山中IiliJVJ車l:i 武"'，
柑子、筒服(朋11)
rA聞記』
府代問、手rlなど
.10 水砧1 1568 足利線開 ド附 制rnfitJ是 氏。J 位嗣引rXj筋 rw是公記』
'1 天正8 1580 
木下助ノf酎IIlJ..{(tO
l剛 織 Iflf;自民 式.JjJ ;t，岬}阪国雄 『市民公配』2弘人
'12 l畳H:15 1611 i:i.l.!i暗思!大火附(宵 献 l 出川家出品tι 武以J
糸監，-1巴(;'何百a船の
Wf，徳院附岬:Ji紀』
日昼間物)
43 JじfUJじ 1615 畳阻持制 FU" JM川慌次 氏。J 到の附*1臨 H;惜院蹴UP主紀1
44 庫民19 1615 浅野I!!..\~~ \'I'H;品 !脳 白う平rl!¥内少輔忠雄 武'jJ a:予11 『ず?徳院附御:.M伝!J
45 直RI9 1615 豊臣3毎朝 附L，ヒ組のu!i辿水rp嘩守 武>')J 金五1 rt，悼院闘御:Ji紀』
46 
号j拍-，j(祉 1555..1558 足利義制 !日M 1I1名pit尚lI'l'来
武"'，治、?i)をt置 茶(1，の"折(肝の鮭 rll!!制下:御:Ji紀』'I' JlIl ~iか ワ ~i泊、。 ヵ、。 たる}
47 文U2...j 1592..1595 豊臣持肱 ヲ待飲 A、村常時介)j 武以j
筒服印刷I!).JII物、 ~ÀI路1 ~t!J雌T
儀礼 年ー中行事
，18 K置4 1576 織11骨民 献 1 II!梨、fl'/1(4'4!(公孫) 慌札 書物色々 r l，TR公J~J
49 王iE5 1577 織問Iftli: 融 l 近間f<l品(附1則自近聞がj慌IL 嗣服 l屯 f賞品公記』久的子}
50 -1~ 19r 不明 l杓!日和l渇， ド叫 柴田甑JL御I門 {割引L(固争.，) 刷服 『和"反復!，\~
51 直長1.1 1610 龍川家出 下山
むと'J'.武厳守判向。〉千新 儀礼{息子'l!! 日守li! 『台悼覧車耐抑:JiI<J
太郎 'U 
52 瞳1.l:12 1608 出川秀忠 ド R~ 甜Vil4帽守刷水町下怯 慌礼 (.~+U (.縦，~ rf1悼政世榔書記』
Ht 
53 !lH.l:1'1 16JO 徳川'fj忠 ト叫 む?、γ武厳 'lf1J向 俄札(日子誕 維，-.111物1!t 『ず?徳院障抑主紅』生)
S-1 l量長17 161:1 徳川秀忠 t;.u~ 九鬼l正 1
11 ] ' .1'吋時J~ 子太
1間lL 時11 rf1拙院附仰:Ji飢』nr¥.fi.郎良向
55 躍員18 16H 悼川持忠 FUM 
t公平m:附J寸和1町長(秀lι
i暗札(拙誕生) 時lU卜制 rt1悼院障制'~紀』
借り
- 17一
|巻 | 京・行
2 11'却下L.I-P日1:下L.!I
5 11'.79 L.16-ド79L.7
6 11'.8冒し5..1'回1..10
6 11'.921..2-1'.921.5 
rlJ [1'.570 L.5--P.570 L.9 
9 11'.124 Lト1-ド12.11.16
1 IP.152L.S-P.1521..7 
1 11'.1421..4-1'咽1-121..6
1 11'.152し17-1'.1531.2
1 11'.152し17-1'.]531.2
12 11'.liiLA-!'げ71.5
13 11'.191 L.l-P.191 LA 
13 11'.191 L.I-P.1911.-I 
13 11'咽¥87L!4-P.187 1.15 
15 IP.230L.3-P.230 1..3 
15 11'.238 L.l 5-P.2~91..3 
'1'ド5781.17-1'.5791..12
上1'.552L.12-P.553 1.3 
上 1).552L.12-P.553 L.J 
qr 11'.562 L.2-P.5621..!6 
1 11'.281.6..1'.2唖 1"
5 11'.!20L.12...P.121L.5 
8 IP.!95L.!-P‘1951.13 
19 11'.585.F L.l9..1'.586 1: 1.3 
5 11'.178下L.2-1'.!79 1: L.2.¥ 
'12 P.IOI上L.21-1'.101ド1..20
15 11'.276下L.21-¥，.276 1.: L.8 
30 1'.734 J: L.!3-P.731 1: L.!9 
30 1'.734上L.13-ド.I3'11:1.19
31 1'.7:17下L.19-1'.7J7ド1..22
32 1'.75:1 1'.1.17-1'.753 1: 1.20 
33 1'.75白下¥..1-ド 758..し.1-1
33 l九758下 LA-ド 15自F1.1.1 
33 P.758下LA-1'.758 F 1.1<1 
3.1 1'.2しL20-P.2ド1..7
3'1 ド21:1.20-1'.2下L7
3'1 1'.3上1..17-1'.3ト1..3
34 1'.3 1:1.17-1'.3ド1..3
1911'.541 L.9-P.5.1 1.1.1 
1 11'.5l.16-P.55Ll7 
13 ド19.11.2-P.19.1 1..15 
1 ド507FI.12-1'.507ト1..20
37 ドA:I下1..16-1'.'1:1ド1..2:1
30 1'.727 1ニL.1S-P.7271'. Ll7 
28 l'印6上1..8-1'.696F 1.23 
7 11'.200 T L.1J-I'.201 -1: L.l7 
15 11'.0131 1.6-P.I31 I.H 
9 ド.128L.IO-I'.128 1.J.I 
1011'.133¥..1-ド咽13:11..5
中1'.581L.6-P胡 11..10
'12 ド¥01t:L.21-P.IOlド1..20
6 11'..¥<19ドL.l5....PA.19ドL.20
9 11'.'l83 tL.12-I'.'l83 1:1.21 
20 
l'曲4上L.l1-ド.自04ドし 10
22 1'.621上L.3-"P.621l' 1.7 
j号、工女子大学家政学部紀史: 第58サ (2012) 
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近1:初期上流武家におけるI明答染織品の実態に|則する研'先
9B 量量日 1609 高周X七郎』主 献 l 徳川l秀忠 年句中}行事{節 維 F rr~悼院揖嗣書記』 7 "九日HfL.l2-I'.15白ドし1'
100 慶長13 1609 l修間昆理門大守夫秀4政成ら. qJ川 献 1:悼川秀忠 句fF)中行事(節 Ilt物.. 『れ徳院匝嗣:克紀』 7 IPA5i f 1..20-P.-158上山
101 直長13 1609 朽木何内守λ;嗣 献 1:陣川秀忠 か年中。)行事(，議事 岨綿綿一十把 rf1悼院鼠嗣書記』 8 1'.473ドL!1-1'.I，j下しS
102 島長13 1回9 桑山伊圃守ic晴 献 i 曲川秀忠 句fZ}中!i事{節 遊園陸{胴阻}一二，l'I--『台徳院瞳岬:起紀』 7 1 1'.157 下L.20- I'A5~ 1: L.17 
103 I!量u 1609 建師内匠副光院 献上 他JI秀忠 年句}中行事(節 維-f.Ji. 『台悼院眠師事記』 7 I['A5M 1: 1.1¥1-1'.'15fi上L.l!l
104 慶長13 1609 植院筒S格堂子宮薗植内卿.宜操 猷 i 徳川秀忠 年句)中行事(節 岨恒 『台也院殿嗣実記』 7 H'A5<J 1:L7-PA5!l上L.lO
105 直長13 1609 岬軍属朋t 融上 徳川秀忠 句句)中n 事( 節 自衛五描 『台徳院腫醐実記』 7 1'.157下L20-P..15S上L.li
106 慶長13 1609 援本紙1i郎革 献 i 砲川秀忠 句年}中行事{蹄 朝二軍五疋 rf'徳院融調:た紀』 7 l!'A5i下L.20-I'A5!i上L.J.
107 慶長13 1609 三宝院門跡総出唯后 献 l 飽川秀串 年中行事(節 惜二 r台徳院腫岬克紀』 7 1'.157 F し2日-P.15H1:1.17 句}
108 慶長13 1609 三郎右衛門 献上 輯川秀忠 年中行事(織幕 府克水辿世柿玉置五蝿植‘-南#面.{闘事ri<抽院眠岬:た紀』 8 IPA7:I下しll-P.4i4下1..5治・?)
lOH 鹿島13 1609 松平三郎兵衛某 献 l 悼川先忠 年中行事(織昨 紫1髭 『白総|出世嗣:Ji紀』 8 1'.017:1下し11-1'，47，1下L.5>>'1) 
110 慶長13 1609 怯油長開円ヰZ陣守奥守奥秀守家枇政ら久指司怯.励平 総 1:也川秀忠 年中行事(，換算 小袖 1.-二 『台徳院腫宙J叩』 8 1'.1.3 "'1.11-1'.t7"下L5a・'?)
III 慶長13 1609 君臨/r_兵衛集 献 1:徳川秀忠 年中行事{織騨 耐子 『台拙院雌御:Ji紀』 8 1''.'17:1下L.11-PA7'1下1..5会‘?)
112 慶長13 1609 wJ~豊後九字忠M 献 l 徳川秀忠 年中n事(.U年Jに崎 『白描段踊櫛実記』 8 IPAi3下1..11-1'.17.1下L.Sか。)
113 慶長13 1回9 長谷川式陣少舗守知 献』 徳川秀忠 句年)中打事(蹄 lI!高官十校 『台値段踊榔書記』 7 1'.15.1二1.15-，'.157下L!4
114 慶長13 1609 島問新十郎某 献上 徳川秀忠 年中n.(QIJ曹l1i.三枚 『台陣院腫岬克紀』 8 1'.;7:1下1..11-j'，1.，下1..5b・?)
115 鹿島13 1609 同H十三かJ存 献上 徳川秀忠 句fF}qド行事{簡 噂布ゴ匹 rt，徳院殿御実紀』 7 IPA5~1 上 Lj-P.・15Y 1: LlO 
116 塵長13 1609 内膳久盛1時代 舷 l 醐川秀忠 年句}中行事{臨 純久子惜h14拍子.耐 『台植税障嗣書記』 7 IPA51l J: 1..20-1'.時~ fし2
117 鹿島13 1609 市都五師 肱I 徳川秀・ι 年旬)中千I事(由 白布Ht; rfr徳院廟師:終紀』 7 IPA剖上1..7-1'.・159上し.10
118 属医長13 1609 尼崎又次郎.lI; 献 1:徳川発!ι 句{12}中行事{師 *前十校 『台徳院揖御%紀』 711'.157ド1..20-PA51lJ: 1.17 
119 穫量13 1609 片山小右衛門.lI; 献 i 細川l禿忠 年句中)行事{節 民光布二蝿 『台徳院踊嗣主紀』 711'.157下し.:!O-j'.-!5S上1..17
120 鹿島13 1609 毛利柿師.lI; AlU 醐川秀忠 年中行事(，換算 醐.:1抱 『台陣院即榔:Ji紀』 8 "七Inド1..11-ド'.17.1下し5泊、?)
121 慶長13 1609 イr附修別大A附Id 献 l 臨川努!且 カ年・中?)行事(織昨 圃珍五審 『台拙院融御事紀』 8 1'.-17:1ド1..11-1'.17.1-"'1.5
122 置長14 1610 思凶筑JI守持政 献 i 徳川秀忠 '1'<1'行事(A 時J皇¥国制u百t14融.1，小E融金夜鞠Il! 『台徳院腫岬:た紀』 9 IP.何11:1..17-1'.刊l上1..21月}
123 座長14 1610 S公平陣奥佳子政1， 献 1:~川秀忠 年中行事{正 IH瞳世子白夜鞠十 『台徳院雌嗣:ι紀』 9 11'. 四日ド L トl-I'..! 1l0 下L.~;\月)
124 直長15 1611 甜大名 総 l 聞1I通(141 年中行事(ifi 時閣 rt，徳院眠嗣書記』 16 1".5同上1..l-]'.550_l:L.3陥}
125 座長15 1611 上杉中制ιI畳1 献上 徳川秀忠 年が}中行事{立 時~制-醐孟三1百.純担子品t rr~飽院血嗣:I!紀』 14 P.536下L.15-ド536下1..23
126 慶長16 1612 諸大名 献 1:徳川秀忠 轟年)中行事{歳 時胤 『台徳院蝿嗣書記』 17 1'.571 F L.1-ド五71下'-'
127 座長17 1613 加圏中納，l~lfj走柵 献 j 徳川l事騰 午fI2}中行事(端 !J!I債の輔.白布 j~fÆ ru徳院揖嗣:I!記』 19 P.5Sti上1..12-1'.剖fi1: (..I~ づっ
128 置量口 1613 車京平極武前E守丹後録'.~守刷l高陣知、主公.・.!I悶 総七 飽川秀忠 か年中。}行事{鎌轟 時服十づっ 『台徳院踊醐苫紀』 20 P佃3J:L.20-P.曲3下しI
129 慶長17 1613 金制院矯伝 献 1:他JI軍雌 醐4手}中行事{車 時服-!I! 『白飽院臨御:必紀』 20 P.i日， -FI..:.!:I-1'
1:10 直長17 1613 1徳u附筑11'11去の子'J献 l 簡川秀Jι i年h、中行事{鎌終?) 師二百把. 『台飽院帽御:M紀』 20 I刊 03J:I.:!n-I'.60:1下I..l
131 慶長17 1613 神足五兵衛、T世.諸 献I 他川京阪 年午)中行事{端 時阻五 『台徳院腫岬'主紀』 19 1J>.5R.'i下し12-1'.5851:L.H大名
132 直長17 1613 水野肱鞠忠冗 献 1:他川事雌 年中行事{じ 維子五個.怜I~物 『台徳院蝿嗣主紀』 19 1'.590下1..;-1'.同日下1..1~J タ}
133 I!l委17 1613 提ヰ'1)<，It 献i 徳川事由 年夕}中行事{七 時閣 『台徳院掘御克紀』 19 Ip.針。ド1..7-1'.5リ日下L.l~t 
134 慶長17 1613 村上岡肺守縫~I 献上 徳川家康 年午}中行事{描 IH五慣 『台徳院掴岬:Ji紀』 19 1 í'.5~6 上し 1:!:-P.5S61:LHI
135 直長17 1613 京本願寺門跡庇舟 献 i 他川 1i~ι 年午)中行事{端 時量五 ru徳院耐御主紀』 19 Ip.5S5 F l..I~-1'.5附5 上 L J.l
1:16 慶長17 1613 姻尾山植守:J.~哨 献 10也I1事雌 4t1t2} E1z行・'1<(端 同lt<瓦闇 ri1他院II!御実紀』 19 IP.5~fi 1:1.12-ド.58¥;J: L.UI 
137 慶長17 1613 橿有府可際立線i高.圃lX':'鞭稲氏集.J局z管 献 i 他川秀忠 年中行事{織&時限二個 『台徳院揖嗣実記』 20 P.曲 31:L.20-1'.同3下L.l
六典;，n 泊・?)
138 直長18 1614 調使神161':兵衛守 I~ 献 1:徳川家副長 陥年}中行事{杭 時1厳正個 『台徳院眠梱書記』 23 1'.6321:1.2-1'.¥，:12上1.1;
139 I!長18 161.' 絵平陣奥':1政}H 献 l 徳川京雌 方年・中。}行事{鎗暮 醐二百杷 『台徳院融岬書記』 24 P.1i叩下L. IH- I'.t~10 下L.20
140 直員18 1614 融細川制畳崎佳中人守道山4興f型ら経崎. 猷 i 徳川秀忠 年轟)中行事{餓 小繍十~五 『台徳院眠嗣:足紀』 24 l'.fil上し.2-1'.61 l:LH 
大名
141 艇長19 1615 在地允弘首f 献 l 他川*lIi 年タ}中行事{ヒ 集成 1.枚 『台徳院揖御主紀』 26 l' .!i6~1 1: 1..1リ-I'，6ti!I1:1.1
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近It初則 L:ifJt武家におけるIN答染織品の実態に1則するiiJf'先
[94 )l.fIl2 Hils 徳川家雌 I'UI I ， f， iú 蒋(公 '~n 附'J 'J'hl! Hl:づっ rf，他此融制:J!最eJ '" j " ~IO ドL. IO......j'.' Jl l'Ul 
195 HJ-大正 1 i5S.... 1590 龍川家出 H~ 京大 ;~-7 1't IÚ.[tじ大事1"今? Im'j 衣服符 『京 1~1'1:'; 抑:J!紀』 21 1'.371上L.lt;...j'.:¥7 下L.'j'FIIII~ln'" ~Iカ 1 リ の世、 ~li
19H M世1ぇ8 11304 徳川禿忠 ""~ 牧町此'1人;U 味j 附'J kl停 i東WliJ酬 ι紀』 7 1・YK F I_，j日-1'開ドLl9197 1I引を10 lHO(j 悼)Ij秀忠 ド U~l 池川削，l( 附界返礼 O，I!II rf'他1"附榊:J!紀』 1 IJ'，:lH'l上L.1 1 .J '.:\H~I j. 1.1-1 
HJ8 IfHHO l1iQ6 徳川秀世1 " 化、 V'.I"，士 附'J 時H日 rf"徳院殿御克leJ 1 [I'.:IS-'I下L.18...j'，:¥SHF 1 ， ~'O 199 度1、10 1606 笹川秀，'1 献} f量臨時丈'/ 開" 棉"把 場~Uil '，.，御'J!紀』 10 1f'_ 1~!' 下L. ib-I' ， I:':~1 LLI 
200 俊民10 1606 龍)1秀" 献 l 』ι御 開り 綿"把 I県fUi'l'，'】嗣J!紀』 10 [I'.LI，下Li円-1'I~CI [-1. I 
201 嵯h:l0 1606 徳川秀忠 猷 l L叫ん 間'J 小袖 ~' JU!!íI'~\' 御J!魚!，J 10 II'.I::!" 下L.l'、-1'.I~ \.I U.I 
202 月lkll 1607 億川秀忠 ド叫 蝉w周1杷 開 'J 岬11 ，.~. .悼院障岬~紀』 111'.421下L.23-j'I~~ F L.~ 
20:1 1fJ"1 1607 笹川秀.'1 ft" t公1'..'陪JHTII't鵬の軍 開"返手L 御佐川羽樺 子?悼恥距御E配』 :1 1' W~ ，-l__~-r :O~ I LlO !:(象1，')
20，1 塵I占12 1608 穂川秀.'1' 献 i 1'011 聞界返礼 枯 i 雌 1-1，11 u 桂Fκ瞳御'J!紀』 6 1'.:1:¥ [-_Lll-!'I!.lI-I..21 物 l
205 唖kl3 1609 億川秀【よ 開 'J 阿茶J， .iC~f.お』出) 開勺 氏周才】! l {怯恥殿御XteJ 7 1' ;5: F U:l-!'日号 11
20s 1f蛙13 1609 徳川秀忠 献 l 1I;)1I，j!1J; 開 'J 怜-'1 単物 1 軸 rfr出院柑御'J!紀』 日 1'.lh，;上1..11-1・1日.，1.1..:'1I七([1トJ)
207 1IJ札1:1 1609 徳川秀.'，1.: 献 l 仲間此陀舜 附 'J 時限興 [11楠町世間'X紀』 8 I!'.，jt，i LL8 
208 1Ikl5 l(jll 徳川|秀忠 l附 lY:"lil)t¥!.':j 雌/i U円 1上(昨~) I I.~'-!Jfl I1 ~fi 他此剛山J!紀』 12 11' 叩日ドL.fi~ I' .~;OH l' LI:! 
209 座長15 1611 徳川秀忠 FUi れ:ーr，il:OIIAII'fOJH~ 附 'J 日午服 H，'徳院雌御:J!紀』 14 11'. 51:.' 下L! O-I ・ 51~ f LI:l 
210 破片山 1612 倍川秀【r 下山 舟崎式部少酬禿賢 剛 'J 1.'J!Jfl 開 1イ】祖叫ん殿山'J!:紀』 17 11'.~61 上 I 理 ......I'.~t;1 L [_1 1 
211 艇長16 l(i12 徳川秀.'t!.; 献 l 位jJ1家出 附 'J 日制I~ h I n'c州九世御克紀』 18 I'.;HO上L..j...P.:ii(J L L.l:! 
212 睡jてHi Hit2 徳川禿.'t!.' fUM 竹山際1峨':r，)'f.. 附 'J 仰ぷ〈 f{;拙杭雌御'J!紀』 18 11' 日開下L.:l~I'.:-， H() )-¥.(， 
213 蝿I法16 1612 飽川秀世l ドU~ I~~後 Illt員削 l 来)iJイ!神3 開 手;御山川l 抽 ~ {;能陀附御'J!配』 18 I._"H! 1: L.1O..1.訓 1j 1_1，1 川 I止
214 礎H:16 1612 檀}I秀官 I'ij t， ';，:flM.'! ，Hjl.'e 附 l j袖 i f+出1i;C世岬'J!紀』 18 十日 l ドL. l~-I'_5~1 "1，1ち
21;， 睡蛙16 1612 徳川秀【t 下叫 宗十1後'"卿 聞，; 昨皿!f， ~ fi悼，，;0距岬:J!紀』 17 1'_51川上1..1...'.づ刷 11 沼
2Hi IlH:16 1612 徳川秀.'J.' 干目弘 山川市光明倫iI王梅 開り 1，'ilil [1;邑'!;，蝿御克紀』 18 11'_5~:1 1-， Ll~-I'_51'i:l ，-L.i 
217 贋Jd7 161:J 徳川秀芭 FU叫 k~ I/HJl品光 開ぅ 町田副1: ソ徳陥耐嗣た紀』 20 1'_1，01上Lll-I'叫 1r L.IO 
218 "有I;L: 1615 徳川秀を Fi" 在I:JU'¥J_'-rlflJ 開与(厭) 時極羽描 rf:'植民耐栴'J!紀』 39 i'内.J-_ L~-P 叶 11 し
219 足柄17じ 161九 徳川秀E IU叫 1M>品百!脅p術川朝ふ 贈与 時!眠1jl "飽段階級~~配』 36 f し LL~-ド:~ f 1 fi 
220 Il:fUJL 1615 檀)1秀忠 ド"包 l(京入宮北久J~ 1t1 開1 "をftl if;悼院柑御J!紀』 3s I'_l~ L L~-P 1~ r 1乃
221 /l:干1;巳 1615 徳川秀，'~ 献 l '~':'I' 聞 'J 嗣/1:1'把 Iイ;出院殿御:J!紀』 38 I'，.'il f"L7-P.5:.! 1-1.1 
222 '"和"" 1615 箆;)1[秀1・ jjll tdl';. t.dlP 開 'j 純百把 r-h徳院雌御古魚~J 38 1'.:>1下 L~-I'心 1 J_l 
223 睡H:19 1615 樟)JI秀'a. ト日脇 竹腰11埴'fJ]_!"山r甑 開 'J 符師u)怜衣(マ ) {，悼!比lIt岬:J!紀』 26 1'，661下L.CJ-!'，titilfL11 1-:即
224 1111を19 1615 徳川l秀lι 卜州 出 I~' j蜘ハ醐山ぷ1; 明 'j I.'i服 r， i'{'他院民t彼1克紀』 2H )'，701; f L. l.-ド 71川~ L21 向~fの 11 人 Jt外
22ii 属医 J~19 16l;j 徳川秀忠 ru~ む、'1-千t:，j"}，; 聞" IL'I'IJf! U 1，'出l見世田克紀』 29 1・IO片下Ll5-j'，j'OHド1.1~ 
2:Hi 雌長19 161fi 徳川秀忠 I'U~ );1思院大俗1 附 'J 金"欄'i!嗣 F 柵珍符 『有地l日雌榊'J!紀』 29 1'，7¥:¥ fL:l-I'.'i:n 1 Lb 
227 JlH:19 HHf) 悼川秀忠 f:U~ ぷ人 IIJtl'Ai伽門 開 'j I!iJlA r，{，拙杭曲山~*d :J{) ['，.1:; J: L2:¥-I'.71:; r L.I 
22~ ll.fllJL Hi15 徳川秀忠 1"" '"地匹C ，む 附ら 時服 r'i祉院殿御克紀』 ;J.I 1'.1ド1..7-P.i，-Ll.l 
229 応有12 1616 徳川秀人1:. !日易 仲間院世舜 開九(暇) 時服凹 If'悼恥障制:J!紀』 42 "，101下[__:_>O-I'_IOll-I.:1
Z:JO 冗右12 1616 徳川秀忠 I'U弘 '.地恥 l企 開'j-(骸) 時限 ~ -;'i徳院融岬主紀』 4-l 1'.111 下 L 口-I'_ll~ I 1 :. 
衿水1'1恰白 lil物
231 Yじ杭J:J 1617 徳川秀忠 1 日以 r:i1lfi:j'，'ftl]，.;' 開 'J 円 '1抽百八土拙 r，;徳院附御克紀』 .16 ]'.I~K 下L.I-]' 1~9 ] I.S 
1院
232 '.fII3 1617 徳川秀在 下i"金地院。 ι 聞パ暇) 時閣J，闇 r'h悼院陪御:J!紀』 16 P 130上!..9-..P.130j 1.10 
23:J dl14 1618 箆川秀止 fU略 金保LI"]'，r ， r~制 聞ら(暗) 時服 1 rfヲ簡院障御主紀』 18 1'.1柑l:l..i8-1'.11H!1.:':1 
234 Jじ和4 1618 徳川秀忠 干日同 防 1.，'，"1]1.0官 ;:n?i 開 Ij.(前) 日午服 ~~桂川院障問克紀』 48 1'.lii~1 ]'. 1.10-1'. ];í~1 f' 1 ， 1~ 
2日5 "干14 Hil/:l 徳川秀忠 J-' U~ 岬'::"f11京、1'1¥11位 附与 p，'r!Jf! r {，'~制恥殿御Ji紀』 48 1'.11H下1..:.:-ド 1.1R1. L ゎ
2:16 Ji:f114 1618 徳川秀'，i'， 下叫 雌 iHlIJR'l，・:I.!，・ 剛" [l'iJll r1c'IIi，よ耐嗣'u紀』 18 ド1;'0j'L.!5-ドl四 1'1.，17
2:37 i:干[15 1619 徳川秀A'， 下UI品金地院':'，(， 聞リ(暇) '1袖 I:I r1i悼匹近闘御'u紀』 19 ]'.Ui:': 下!..I:':-I'.Ui~ r L.l3 
2:38 )cf1l:i 1619 檀川秀士 ト日間 細川1幽Ij".'j"，I:興 開 1;_(暇) 惜|、雌r 1 『f1徳院阻御'J!紀』 iO 1'.17.~ 1: L7~1'_! ，;; )-L. ~I 
2:四 "干17 1621 徳川秀忠 fU!品 七 1'，，，:内少刷'，L'暗殺 間 'J 岬<< ~'1jW!~'é殿御'.M紀』 5;J I'.~II 1: L.2~1'.:;11 ] 
240 IcfIJ9 162九 徳川秀忠 HI~ l己仏指1 剛 'j H与服 I'I制八丈創li ~. 11抽j杭殿御'J!紀』 九日 1 ・~ 17 j-， !..;l~I'.~ r; 1-I.H I'dえ
2，1 J[:.ftm 1623 徳川秀忠 ド柑 I己創晶 II'UJIIHIH ，~_:JI 附 'J 大~Ii"' i1-<. I 『了iMJ比殿山'J!紀』 5!1 1'_217 j--_L. 3~1'.217 r LH 
le雌花[1'(家1:'山!/t;朝刊T
2.12 ILflJ9 162:1 徳川秀.'ct H同 人1]:_IF/lIt.1tl臨山地守，1聞 'j 時1日1-...hづっ i; ，'掛殿山Ji仇~ij 5!l 1' ， ~;7 1-_! 、 ~1'.:.!17 F !_，~ 
2.13 天文16 1547 日台殿 下UI品 秀" 開 'J
うぺしき椎r.ldt
1.l:lal.d 1 1' i~ 1..'-ド1:¥ど
2"" ;':1:7 1579 明智光秀 献 l 岨1I1，;J、 剛 'j よ'，'J!百端 11"長会、L.d 12 1'_17:; L.l 5~1'.1~~- L!I; 
245 J、1'1 15ttl 柴回勝家の父子 ! 日以 K~I:': 開り 衣装 i Alal心』 G 1'_1日 ]__1-J'15n!
2.16 ;":11:lI 1583 山口甚兵徳I崩副11 干日脇 1'，え1::1"品t 開 'J 椎 t ¥J.;:間.j?J s 1i'_1:il!.il-P，151l 凶甚左衛I'm
247 塵u 1598 北政所由1.，)1i 献I l院 開 3 H':;_I'iEなど i.A問uじj 16 1'， ;~~ L 16...1' IH1]_ 1 
248 血i臼 lii98 豊臣秀頼 献」 :W;t 附 'j Jj '~I!it;j 杭 1.1:1持I，:c 16 11'. ， !H:! J__ i6~J'_ ， IHI ]._l 
2<1!l 麿1210 160!i fiiJ由利た 献 l 出)1禿，¥1'， 瑚‘s IJlfl~紛Ihl'j 袖叫刷 I {，他院世御'J!紀』 1 11'.:IH~ 上1..1Ì ~r'_:IH7 ] 
"1低i
2乃O 度1<10 1606 前田平1I長 点tJ 悼川秀ポ! 附 'j 加1例制1'_8端咋!似 1 j，'1I;院附嗣'J!配』 1 Il '_:l l-i~ 1 L.ti-I'.:!iL' j J 9 五11碩
251 園町長1 1607 加藤消1 献 l 悼11鉱山 開然。出札 山楢山主 l r{:徳院殿御'_M紀』 .1 11'.115 F L. ri-!'_ll~ ト 1__~O
252 瞳!J:tl 1607 
証風塵岨九(腺l刑 i 献 l 他JII'~雌 開 'J 来l梅山拍子 rfi徳院蹴御'J!紀』 <1 11'.IH; 上L. 22~f'_ ， llli I L.:l 輯)
253 .Utl 1607 対胃守晶軒 献 i I:!' 附 'j
融(-6.1':巻訓告，J， ~ ， -( i抽3院附出'J!紀1 :i J)'，13右下1..11-]'，¥:1日 ]-1_11
254 Jtl< 12 1fi08 経臣家1:' 献 l !j~楠大柏， r1伝肺珊勧lIó 鴨‘， 桁雌T ~'-f i é，~_!I~ë 開rJjI'~恥 ~J (; 1'.，¥121:[_1;-1'1，121_1，1: 。'1'納，i" ~1.卿
255 !ILI:1 16m) 民創1単 献 l 也)1禿¥!." 附 iト 嗣 f r:，他}':;世出主配l 7 1'_ \51; 下 L~I-!'.F，ゎ) L~:: 
256 1IJ止13 ls09 宵9' "， 1 出)11禿.'1， 四‘i 値 r!.ft)，検 J'.[，悼c'，世御:J!紀』 8 11'_166 F 1.1弓-1'.1Ii;1.'-23 
257 度以13 1609 議庵某 献 i 也川秀止 聞 'J 'I(物/， Ii:徳l見世御J!長!J 7 !1'_161 1-_ L.3-!'， 1，1 I L (I 
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近 111:初mu-.ì庇武家における ll 'l答染織品の~;trm に|則する似|究
:121 J.fkl:l !('iOH 山本民部少輔 献 i 池川fiJ}，I;， 附fJ Ir(腕 fの袴 n'他陣l附御'Ji配』 7 Ir.l円6トL.2...1'_¥5tit]_.] 
:122 蝿1.1:1:1 HiOB 山木刑i部卿WF!J"r(I'1 献 l 能川秀山 附与 天草紙 :(B H'耐院雌御主配』 8 1I'.¥1i5下[，.1.]-1'.1(，(;
32:1 班長13 1609 背木民都少輔 献 l 出川秀忠 附与 -jf(融r- ~nf1 f {，抽悦世御克紀』 8 1'，1陥 F1..1 ~-!'_ Ih7 1-， [..2:1 
:1:.'.4 ItJ止1:1 1609 川勝j"謹 T広嗣 献 l 徳川家成 剛与 毛10，枚 U {'i!lJl冗雌榔)i紀』 8 1・165上Lll-)'.lt屯上 I己1
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:130 睡"13 1609 太問新右衛1"1"曜 献 i 悼川秀人l' 開与 大結J，筋 r!，徳いし耐御:Ji紀』 8 Ir. !6.~ 下Ll I-I'_1川、 CI -
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宝島
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刊五万舗、白糸|f、Tj斤
金網百巻、段子(嗣
子)[司、韓百繊.錦1i
ト巻、絹子二U些.
507 慶長'" 1595 移j国王 附与 Il民秀山 交易 平線(銀融)二n地 rA附杷』 16 1九IHILI3-P‘措61.1
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間
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509 慶長1 1607 朝鮮国モ M'i 本多佐旋守正{省 交晶 虎皮ニ張.白綿布 1『台徳院殿御1<紀』 5 IP.135下Li:-P.13ii_!:LII 匹、白苧布トよE
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奈緒寮[~Iカンポジ 献上 徳川秀忠 交易 自紺五匹 rf71tJ院殿御実紀』 4 1'.，1品下L9-P.-lHi下Ll5ア)
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514 慶長14 1610 呂宋(/:'-ソン) 鴨与 徳川秀忠 交易 繕.繍珍三泊、癒紗 rf71・院股御実記』 1l 11'.1'J7上Li3-ド1'J71こし‘"
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524 慶長19 1615 3長期[，，"1ヘトナム} 鴨勺 飽川秀忠 交易 自街サ匹 『台徳院殿町J臨』 27 IP.li7自下L.::O~!'.6ÎIi下1..21
I.t皮三 i張、豹皮二L
ト張.金網三卜正.
525 J己fla 1617 朝鮮問主 晴与 徳川秀忠 交易
F麻拒「Li緋布疋白口、ニ軸白五i苧五枚ト布足l必五、:柑十段
rt;徳院殿御1<紀』 46 11'.13-1下1.0:，-P.135J: 1.2¥ 
枚
526 JeRI3 1617 朝鮮同支 聞与 徳川"止l 交易 虎皮二張、柑段 i匹 rf7徳院殿網実記』 46 11'.135下1-7叶 '.135下1..1，
臼'!'布ι十匹 (1鍋
527 '"和8 1622 朝鮮国使宥 聞与 .>!.11l守縫成 交易 紬護三.豹十皮匹二、三O銀E皮.綿一布 『台I!i院股御実紀』 56 1!'.:!2呉下 L2-P.~2九下し、，
五千匹
白苧布二匹、i'，醐軸
528 n:拘8 1622 朝鮮国使布 1Ift'j. lt.r.I~'.nを l戊町家 lli 交易 三匹虎皮娘.綿 『千?徳院殿御支配』 56 11'.2~t'>下し"-ド 228 下1-.\1
布六十匹
その他
529 不明 不明 前I創刊家 下叫仲谷待針術門 褒買官 同限{胴服} 『利家4賀川』 中 !'.5i.L_.;-P_5o7L.l 
530 州制1問問-"'15巾川長 下醐 力士や鷹匠 褒章 小倒、雑子 『太聞記』 1 1'.15 L.~-['.15 L.l1 
:i31 元亀ヨじ 1570 織川l;tH: ド1¥.11))1 肇曾 |御服 JIilli公l氾』 I :1 1'.1，1..4-1'.，11.10 
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532 来iE5 1577 掛悶(Jj毛 1'"11樋 岨押!i.握手(鷹b正} 犠飛 嗣JIbl-lfl【 rt.IJ長会、ifl己』 10 1'.1 :1; I， .~I"" I'， 1 :lI1.:1 
533 克正6 1578 融問(i1祉 ド日場 力 1; 褒. 間1血 rt，l1!公目出』 1 Ir.lll 1.7""1'.11 1“10 
534 天正6 1578 構図(JU: ドU"山 III 広聾{置~r.) g健牽 細胞 rt;ìj長公ir~J 1 11'.1.¥而し 1ード.H!iI..I:!
535 疋iE6 Hi78 融問師卦 ド岨
kJ1づ(こ東う地.帥二仁郎、らたも1、凹k 
“ 岬服 rt.r録公記』 II IP.Htiし15-1'.1.11.3人)
536 正<106 1578 植田(11! FU樋 九拠轟陣 a隆司覧 調l世l rlilJt公，reJ 1 1 1'.1\11 し.12.....P.I ，I~1 Ui 
537 克正6 1578 構図(J卦 FI" ~制品助大ニ.渡趨佐内、伊睡主 量煙車 調阻 nlJ;!公記』 1 IP.118L.!2-ド.J.l9L.6
538 王iE7 1579 融田信長 ド1"ィ，問主計(贋既) g隆愈 岬掴7ιツ rf.l録公J己』 12 ド.16i し 15-ド 16~ LA 
539 五正7 1579 揖田f，j民 ド岨 伴正体(jJ.t) 轟傘 小納 fj，j1!公記』 12 1'.16'lL.s-P.16SLII 
540 正iE7 1579 融同信長 下叫 堪珂制卜郎{置~é) 車掌(附Ij. 道世{胴l副) fj副長公記』 12 P.15RL.:I-I'.151I.A 
541 米正8 Hi80 融関MJi 下叫E鵠議室1J艶95F 張;. 岬小袖余多 rf，!1!公J~J 14 11'.2日L.l-P.22日し五
542 天正14 1586 豊臣秀" ド日凶 太夫と直山町 量隆寧 小袖一町、小納ー可【 『太間記』 10 11'.231; U-P.23h 1.1 
543 )c悼冗 1592 唖臣持古 FU場 Jc去と開山高 漢寧 醐RYおびただし〈 『太聞記』 14 P.:IR6L.l-I'.:I17I..ti 
544 文M2 1593 睦医秀古 川場 同11事監.内岬n亀岡守 俊市 醐雌-1+ 『太1捌但』 15 1'.，¥171..7..1'.<1-17 L.1O 
545 文惜2 1593 豊臣秀山 I'U" 主主 量寧
f#雌畳i之師紋付たら
rJcI聞記』 14 1'.1021.:1-1'."1日5L.5岬小袖二町f
546 文樟2 1593 量也番古 ド日始 聞の者 轟. 細胞 『太1聞』己』 14 P.t02L3-1'..I05L5 
547 克正~慶長 1573-1596 徳川家出 ド叫 村画壇WJfI江占 量. 捌li.d)師羽融 『疎開古田実紀』 18 1'.:lOl 1'，1..11-1'.:10，1ド1..11;'問国か? 頃jJ>?
548 慶長年間頃 1596-1614 櫨)1[軍隊 下叫 仲間院憧舜 褒寧 布刷 『蝿(fil下f榔書記』 22 1'.312 1: 1“13-1'.3-1.2 _l'， L lti ~、。 頃か9
549 直員4 1600 也)1寧雌 下剛 珊川右衛門樹蛙盛 復調僕 時服 『東閤官榔実紀』 24 1'.362下L.2-1'.3t直下 1.2
550 慶長4 1600 陣川家出 FU~ 贋配たち 聾. 関東制l U(!hl'1'r嗣克紀』 24 P.3ti2下1..2...1.3日下l..:!:!
551 慶蛙7 1603 徳川事臨 下叫 曲前師十側代F校未定長}松山和J~f'!控 量隆章 時服 rJl(IKI常闇11紀』 22 P.3.12 1: l.:n-p.312 fしJ
552 直美9 1605 徳川家康 ドU"
館開樽時集鈴{足利学校聖. 時胆 rJl(!割符榔実記』 8 1'.103 1: 1..5..1.103上1..1ll術)
553 座長12 1608 徳川車庫 下叫 迫藤{区別守塵陪 "寧 嗣限羽揖 rtl悼院腫岬実記 6 1九131:1..2.¥-1・.+13下i..(1
554 慶長12 1608 徳川家雌 ド目路 高木主水消秀人道性断 費時E 時限 rtl拙院闇師;)(紀』 6 1'.-¥.15ドLS-ド.H5下し12
555 1I!1!12 1608 龍μl寧雌 ド附 怯平河内守:.~tt g隆司位 綿子 『台悼院岨櫛寓紀』 6 1I'.I501:L.I:!-1'.15o上1..16
556 慶長13 1609 徳川家康 献1 竹中丹後'''I'ln~II(Jじ岨嵩 聾調律 時服羽融 『台悼院柑御2隆起』 8 IP.1661:1.6-1'.4両日下し.10l吋本円仙の材木事行}
557 庫民15 1611 徳川家出 ド叫 峰崎lJr'i7_'.'下"家 醍. 機子関 『台悼|珪雌御:且紀』 12 IP.521上し1...1'.521下LA
558 111!15 1611 悼川寧雌 FU" 山本消秀 電良亀 時{嗣!田!阻i剥融蝿山道服 rTr悼陥臨御寓紀』 13 IP.iiD下LA-P.ii23下L.ト1
559 園陸民19 1615 衝川家出 ド附 勝山山安楽々住伶 g提唱E 時剛健 『白出院慣岬寓紀』 29 1'.701 fL.2:1-I'.IO! 1:1.5 
560 慶民19 1615 値川家lJt ド U~ f，n太夫 袋2位{附与・圃 時四t 『ず?徳院附柵実紀』 27 I且砧9FL.21-P.(i70 1:1..1 Unl 
561 元和年間頃 1615-23頃 櫨川事lJt ド叫 附前冊1仰代時世海世)t公(JJ!利半世 ヨ毎週E 時服 『東IKIW御軍紀』 22 1'.3.1下1..17-1'.:¥011F し21
562 元取12 1616 徳川家雌 F目日 篠崎五郎氏宵JI:hle:(置 安寧(閉';・遺 時限 『台抽，~臨調書記』 42 1'.97ドしll-P.y7下L.l:!
tf.) 品l
563 苅腐12 1616 楢川家lお ド U~ 阪Hι附Jt'j足 ji~ø告 褒章{剛'i・遣 時限 r1r抽院雌御実紀』 42 i刊 ir-r..12-!叩 7下Ll:l品}
564 4、砂l 徳川家出 ! 日 醐瞳門砕兵 曹長亀 衣服など rl!l!1官醐書紀』 24 f'.363 1: L.l.I-P.363上1..20
565 座長8 1604 櫨川秀忠 ド醐 佐野修m太夫(J苫 費量.. 時服 『度開1府間実紀 5 IP.80 1: 1.!7-21 
566 睡Iを15 1611 徳川秀忠 ド醐 腰鞠事行'f~lllJ 新兵衛 •• 御衣 r;，悼院脂岬実紀』 14 IP.538下l“1:線網
567 慶長15 1611 穂川秀忠 ド附
小浜l~師少輔光陣向省;井重
村勝監忠勝、久'"観兵 g隆寧 時限 『台悼院耐嗣:昌紀』 14 IP.53~ ドL.lト問
568 IIUf15 1611 徳川軍陣 ド醐 4投与大" -頒E)e{聞'i・晒 被鞠一個 『合11院雌間実紀』 16 Ip.5lio 1: 1.:，12-1'.560 F 1..1 
569 峰崎16 1612 楢川秀忠 r;u¥! 1M事kた M面{帥凋陸軍.til(f剛l蛤"1めりaf)・j醐* a制限 f1;拙院融制主紀』 17 1'.56下I..:w-r日制ド1..2:1
570 峰崎16 1612 徳川秀忠 ~'I~ 金作太夫 褒寧(剛'J.・圃 時限興 r;，抽院世師事紀』 16 1'.5¥11下L.23-1'.5ti2上L.:~ 踊)
571 畢l毛16 1612 楢川秀忠 va¥l 金作太夫 副d隆)司電(聞や岨 時限 " 『台抽院雌榔;I!紀』 16 1'.5(;31:1..1-1'.5臼上l..i
572 置U:16 1612 梅川秀忠 FI¥l 金作階的者六 1人余 S頭E}浦町(聞り・岨 時限 r1r悼院腫醐実紀』 16 IP.563 "'.1..1-1'.51;:1 J: 1.7 
573 慶長16 1612 徳川秀忠 ド日時 金fム金剛.立生等能大 ..(聞'j.櫨 唐Jt揖外へ小も袖被一鞠興づ・興っづ r;，徳院腫御書記』 17 1'.5時下1.";-1'.565FI..l1 長 顕} 'コ
574 塵長16 1612 梅川秀忠 ド叫 金#太夫 g頭E}aE{聞'j.檀 時閣 f;，醐税障田実紀』 18 1'.5哩21:し.12-1'.5S21:L15
575 慶長17 1613 南11喜多院 下 I~ 不明 不明 時国 r;，IIIFA園調実紀』 19 11'.59ロド1..22-ド.5~O ド1..23
576 a・J<t8 1614 憧川秀忠 "' 岨IIt梅~;;大火等 g現(毎論週}僕.耐{句附舶中め'.行}・圃事 時限拠づっ rt，1II院腫聞克紀』 20 1'.608 "，1..:1-1'.1泊H上1..7
577 lI!1!19 1615 憧川秀忠 ド叫
剛山正左衛門{術師f;l轟 護政 時艦艇 rt，他院腫師事紀』 26 1'.662 下 1..~!- I'.lit;2 fLll '宇和hf(家臣}
578 周tl毛19 1615 簡川秀忠 ド品也 除手陣奥守政'1: 袋11< 惟 J- rt，悼院岨御寓紀』 26 p，曲3fし.2:1-I'，u品4上し1
579 園陸民19 1615 車川秀忠 ドU場 μ悼:柚修績にあづかりLJr.後'(1. 小袖 1':'-1-，小袖'，-1『自他碍眠f卸;匙紀』 27 P.6>121:1..1!l-1叩
580 制使U:19 1615 悼川秀忠 ドU"小品目兵Iti '展望 時服 111悼院陪榔世紀』 28 l叩削 F1..21-I'.tiS~1 -FL.2:1 
581 元取1元 1615 徳川秀忠 Fli 悔太夫 褒取{附'.・櫨 能鵠東-Jt f1;tlll'..t縄師事紀』 38 P..~5 Jこし吋-1'.55上し.1.1uJi 
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582 ji:.和元 1615 徳川秀忠 トR"能大夫
褒章(贈与ー檀 唐櫨時服 rf1徳院世嗣実紀』 39 P.5~ 下 J_11-P.59 ド1..1 5頭
583 元和2 1616 檀川秀:1 ドa易 表川山羽市{埜宰相忠直 褒章{檀繭) 時限 rf1悼悦陪嗣克紀』 41 P田 J-_LH-I'_~]下 Ll3
嗣"
584 冗和3 1617 徳川秀<，: ド叫 前J}J岡山守止"，;の童子 曹長奪 時限 rfi'徳院闘嗣:J(紀』 44 P.124上LI-P_124 上 L~左近高蛙
585 冗豹12 1616 徳川|持哩 下問 帯fトトド拍道~ 葺章 時胆 r-h簡院般御実紀』 41 P.86下L:>J干!i6下L8
586 ;n;和3 1617 徳川l秀忠 下山 11司)<闇仁向公 褒章 時服 rfi'砲院雌御:J(紀』 46 P.l3u下L.15-P.l:lO下L.20
587 元和3 1617 徳川秀ι 下附 披5集凹雌の大夫、世1'，' 壷掌(贈与檀 府躍の小袖 '1柚 『千?抽院臨御耳紀』 46 P.l:e8下Ll-P.129J-_L.H 頭)
588 冗和五 1619 徳川秀忠 ト醐 PIII左門!I:藍白書 豊島奪 l、袖 r-h醐院瞳岬寓紀』 51 1'.176上1..6-P.176上 L10
589 冗和5 1619 徳川秀忠 fP" 東大興l<dO品l寺町倫 型軽奪 時盟関づっ 『行徳院腫御実紀』 51 P.176 下 Ul-P.176 下 Ll~
;)90 冗和6 1620 憧川秀巴 F剛 茶道踊中野 f霊ず?子 軍医章 時置 『子?徳院蝿嗣実紀』 52 P.l90 下1..;--ド 1 9<1下 L~I
ろ91 冗和6 1620 悼)1秀忠 下剛 医凪合谷{ド1:&';ヂ付1 自優章 時服十ヰl踊 r-h徳院世嗣実紀』 52 P.190下L.Y-P_190FL~1 
592 元和8 1622 徳川|秀忠 HI時新庄趨11f!~'fü'1掛 褒章 時限及羽融 rf1値比:附岬実紀』 56 P.226下[.3-P.226下1..5
:)93 元狗9 1623 檀川秀【1 下賜 '1'11曲解山照守 壷奪 国羽櫨 『陣千~悼院臨調'克紀附 4 IP.2田 FL lO-P_~90 下 L 2I
il94 正和9 1623 徳川秀E 下叫 組jlt/c近 壷章(開与檀 肩衣 r晶n徳院股醐実紀附 3 Ip_279上Ll-P.:!80 1: L.1 頭)
595 天A7 1580 佐竹大ほう 千自民 号炉杭 1，..:.).，:，犬 壷章(唖頭) 厚亜の織物 『東!Ii~'~i岬実紀』 3 IP.161下 L22-P_162上I，H
596 買iF.16 1588 小'，'川秀歌 下略 1に主 聖牽 調衣 1'1[( rAI問""J 1 IP.2由L.l...P.30L.-l 
597 天iE16 1588 北政所 下醐 鹿町者 聾章 闘衣 j-if( 『太附l配』 1 IP.2田LlI-P，300L.f 
598 直長1 1607 加蝉消，E ド日時 観1ト太夫 聾.， l!t櫨;確4正常 .l阻 n'飽院匝岬;足紀』 4 IP.415下L!7-P.H5f 1山
599 置長17 1613 高1iIl\搾守.'t.rJj~叫 I醐 徳川.~山 褒章 時服 rfl悼|出世御克紀』 20 P.602下LI日-1'.603_l'_1 ，1 
御紀伊二本)(JE彊・水戸
褒章(贈り檀
600 元和2 1616 ド陥 祖章太夫 顕)、年中行事 時椴 『千?拙院世嗣実紀』 41 P.Hl下L.lii-P，85F L.7 
{謡曲始め)
御率(足彊水f' 褒章(贈与・圃601 元和2 1616 紀伊 下叫 1焼却陸大夫 頑)年中行事 尉衣 r11徳院殿榔克紀』 H P.81下Llu....P.85下L7{繭幽始め}
602 π和6 1620 悼川秀 'J.~の瞳豹Ir fu略 土井忠兵衛正~ 襲撃 E衣 r"h抽院殿御実紀』 52 P.i90下l..9....1'.1田 FJ.:!l 
603 河和9 1623 f己蝉轟直 下醐 1亘iIllUI通訂正 彊寧 時閣 r-h徳院蝿御:皇紀』 59 P.2!i上L.3..1'.:.!.¥7fL.s 
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